開会のことば
（社）日本技術士会元副会長

（財）国民工業振興会専務理事　吉武進也
中山輝也先生が、この度、民間人として叙勲の栄に浴されたことは、誠に嬉しい限りです。

中山先生と中山先生を支えられた奥様に心からお喜びを申し上げます。

中山先生の叙勲の素晴らしい業績、(社)日本技術士会に対する功績につきましては、本日、多くの皆様からお話しがあると存じます。

中山先生は、私の最も敬愛するお一人で、文学的な本を書かれます、中山先生は、アフターファイブを楽しまれると言うと奇麗ごとですが、毎日、お酒を嗜まれ、良く本を書かれる時間があるなと思い、書かれる内容の記憶力の確かさに、大変感服する次第です。
また、中山先生が美術館をお持ちになっているのは、お金持ちの余技と思っておりましたら、私は、鎌倉に住んでおりますが、たまたま鎌倉の画商と知り合いになり、お話してる際に、新潟には、美術の本当に分かる方で、素晴らしいものなら億と言う金額の美術品を手に入れられ、日本の美術品を扱う方で知らない方は潜りですよと言われ、お名前を聞いて中山先生だったので、大変驚いた次第です。
このような技術士には珍しい、立派な文化人の中山先生のお祝いの集いは、文化の香りがするものにしないとまずいなと思い、二期会のソプラノ歌手の加藤江美女史に予算の関係があるので、ボランティア出演をお願いしたら、今日は仕事が入っている
とのことでしたが、技術士で文化人の中山先生のお祝いの席だとお話したら、仕事をキャンセルして、喜んでここにお出で頂きました。

(社)日本技術士会は、時々ギスギスすることがありますので、中山先生に、是非、文化の香り高い会にして頂くことを希って開会のことばと致します。
本日はおめでとうございます。

有難うございました。

2

